
四国中央市立小富士小学校

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 増減

1 58 42 0 0 358 3.6 55 45 0 0 355 3.6 ▲0.03

2 64 36 0 0 364 3.6 80 20 0 0 380 3.8 0.16

3 42 50 8 0 334 3.3 18 64 18 0 300 3 ▲0.34

4 67 33 0 0 367 3.7 55 45 0 0 355 3.6 ▲0.12

5 30 70 0 0 330 3.3 40 60 0 0 340 3.4 0.1

6 60 40 0 0 360 3.6 60 40 0 0 360 3.6 0

7 ⑨ 22 56 22 0 300 3 33 45 22 0 311 3.1 0.11

8 20 60 20 0 300 3 60 40 0 0 360 3.6 0.6

9 ⑦ ⑦ 20 70 10 0 310 3.1 10 90 0 0 310 3.1 0

10 ⑥ ⑥ 33 59 8 0 325 3.3 30 50 20 0 310 3.1 ▲0.15

11 42 58 0 0 342 3.4 36 64 0 0 336 3.4 0.06

12 33 67 0 0 333 3.3 45 55 0 0 345 3.5 0.12

13 36 64 0 0 336 3.4 18 82 0 0 318 3.2 ▲0.18

14 50 50 0 0 350 3.5 64 36 0 0 364 3.6 0.14

15 67 33 0 0 367 3.7 73 27 0 0 373 3.7 0.06

16 20 80 0 0 320 3.2 20 80 0 0 320 3.2 0

17 58 42 0 0 358 3.6 64 36 0 0 364 3.6 0.06

18 55 45 0 0 355 3.6 20 80 0 0 320 3.2 ▲0.35

19 ② ② 33 67 0 0 333 3.3 55 45 0 0 355 3.6 0.22

20 58 42 0 0 358 3.6 73 27 0 0 373 3.7 0.15

21 ⑫ 55 45 0 0 355 3.6 45 55 0 0 345 3.5 ▲0.05

22 42 58 0 0 342 3.4 36 64 0 0 309 3.1 ▲0.33

23 50 50 0 0 350 3.5 18 73 9 0 309 3.1 ▲0.41

24 ⑩ ⑫ 64 36 0 0 364 3.6 55 45 0 0 355 3.6 ▲0.09

25 67 33 0 0 367 3.7 73 27 0 0 373 3.7 0.06

26 36 55 9 0 327 3.3 36 28 36 0 300 3 ▲0.27

２学期
考　　察

教
育
課
程

大
西

学校の教育目標の具現化のため、学年経営・学級
経営など、教育実践に努めている。

・２学期の授業時数は、午前中授業や５時間授
業の設定により、大幅に削減できた。週案に記
録を累積しながら、年間事業時数を予定通り確
保する。臨時休業等があった場合は、必要に応
じて７時間授業を設定する。
・週案を早めに作成し、予定の変更があった場
合はその都度訂正するなどして、正確に授業時
数を累積する。
・学校の教育目標を常に意識して、日常の教育
実践に努める。

週案を活用して、計画的な授業確保と記録の蓄積
を行っている。

ポイント

１　教職員自己評価

A…よくできている　B…できている　C…あまりできていない　D…できていない

保 児 評価項目
１学期

ポイント

・ICTミニ研修を計画的に進めることができな
かった。残りの研修で輪番で回せるようにして
いきたい。基礎研修の研究授業に向けて、忙し
い中で準備を進めることができており、２学期
はよく踏ん張っていたと感じた。基礎研修がな
い先生方にとっても学ぶことがたくさんあっ
た。自主的に参加した出張、研修会等の報告も
行い、共有できるようにしたい。

自身のキャリアステージを意識し、求められる資
質・能力の向上に努めている。

特
別
支
援
教
育

鈴
木
あ

個別の支援計画・個別の指導計画に基づいた支
援・指導を着実に行っている。

・個別の支援が必要な通常学級に在籍している
児童への働き掛け、保護者との連携が望まれ
る。児童のしんどさが増してきて、学級担任か
ら相談を受けたこともあったが、実態を伝えた
としても、家庭学習の見届け等は難しく、まだ
まだ保護者の理解が進んでいないのが実態であ
る。学年任せにせず、特別支援、専科、養護教
諭、等複数の目で見守り、児童の良さや課題も
伝え合っていけるようにしたい。来年度の適切
な就学に向けて、学年末に審議の場を持ちた
い。

一人一人の児童の特性を理解し、よさや可能性を
伸ばす教育実践に努めている。

特別支援学級の児童と交流学級の児童が積極的に
交流し、関わったり、教師間の連携を図ったりし
ている。

学力向上推進計画で定めた目標値は達成できてい
る。
忘れ物をしないで、学習用具の準備がきちんとで
きている。

現
職
教
育
・
研
修

鈴
木
あ

研究主題・研究内容・研究方法を理解し、進んで
取り組んでいる。（２部会での取組事項など）

学
力
向
上

大
西

学習習慣・学習規律（返事、挙手、聞き方、話し
方、立腰、静と動の切替えなど）の指導が継続的
にできている。

・学習のきまりについて学期始めに再度確認
し、ノートの使い方、道具箱や筆箱の中の学習
用具の点検など基本的な学習習慣の定着を図
る。
・学習でつまずきがちな児童への指導・支援に
課題がある。テスト結果個人表の分析を活用し
て、補充学習や個別指導の時間を確保して学力
の定着を図る。EILSの問題などクロムブックを
積極的に活用する。
・学級単位での図書室の利用や学級でのおすす
めの本コーナーの工夫、家庭読書カードやみ
きゃん通暁の活用などの取組を継続する。

授業のユニバーサルデザイン化を意識した授業を
実践している。（焦点化・視覚化・共有化）
授業の中で、書く力や話す力を付ける活動を積極
的に行い、力が付いてきている。

ノートの指導や点検を行っている。

学習でつまずきがちな児童への指導・支援を適切
に行うなどし、目標が達成されている。（国語
科・算数科の単元別テストの平均正答率80％）
読書の習慣が身に付くような指導を行い、成果が
出ている。

人
権
・
同
和
教
育

薦
田

同和問題解決への姿勢を確立するための職員研修
に努めている。

・保護者学習会は全教職員で取り組み、すべて
の保護者との学習が達成できた。
・講演会や研修会への参加が少なかった。案内
が遅かったり声掛けが少なかったりした。今
後、終礼やミライムなどで周知していく。

不合理や矛盾・差別に気付き、解決していくなか
まづくりに努めている。

家庭や地域に対して、積極的な啓発活動に努めて
いる。

道
徳
教
育

薦
田

道徳の授業において学校行事や特別活動、生活等
との関連付けをしながら、道徳的な実践力が高ま
るように努めている。

・日頃から道徳教育を進める上で、道徳科の学
習は要である。評価の視点として、「多面的・
多角的な見方」や「自分自身との関わりの中で
考えること」を意識して持つ。そのために、児
童に視点を促す発問や振り返り、話合いの工
夫、ハートメーター等を活用し、具体的に評価
できる方法を取り入れていく。

道徳性を育てる環境整備に努めている。（教室・
校舎内掲示・家庭との連携等）
児童の学習状況や成長の様子を適切に評価し、指
導方法の改善・充実に取り組んでいる。
友達に対し、優しい気持ちで接する児童が育って
いる。

生
徒
指
導

渡
邊
こ

あいさつ・「はいっ」の返事・はきものそろえな
どの指導を継続的に行い、児童に身に付いてい

・どの学年においても、全教職員が関わりなが
ら、指導に当たる意識を持つ。
・挨拶や返事、はきものそろえなど、基本的な
ことがどの学年の児童も意識して行えるように
継続的に指導をしていく。
・週に３回しかない縦割り清掃の中で、黙って
時間いっぱい清掃ができるように、担当場所そ
れぞれで指導をしっかり行う。

児童観察やアンケートに基づいた教育相談を実施
し、全教職員による共通理解を図り、いじめ・不
登校問題等の未然防止・早期発見・早期解決に努
めている。

必要に応じて家庭や地域・関係諸機関と連携を
図っている。

黙って時間いっぱい掃除をしている。

令和６年度　学校評価報告書



27 ⑬ 42 58 0 0 342 3.4 27 73 0 0 300 3 ▲0.42

28 ⑬ 75 25 0 0 375 3.8 64 36 0 0 364 3.6 ▲0.09

29 30 40 30 0 300 3 70 20 10 0 360 3.6 0.6

30 ⑪ 67 33 0 0 367 3.7 73 27 0 0 373 3.7 0.06

31 ③ ③ 73 27 0 0 373 3.7 45 55 0 0 345 3.5 ▲0.28

32 75 25 0 0 375 3.8 55 45 0 0 355 3.6 ▲0.2

33 46 54 0 0 346 3.5 30 70 0 0 330 3.3 ▲0.16

34 58 42 0 0 358 3.6 55 45 0 0 355 3.6 ▲0.03

35 33 67 0 0 333 3.3 27 64 9 0 318 3.2 ▲0.15

36 40 60 0 0 340 3.4 10 80 10 0 300 3 ▲0.4

37 30 70 0 0 330 3.3 30 60 10 0 320 3.2 ▲0.1

38 67 33 0 0 367 3.7 70 30 0 0 370 3.7 0.03

39 75 25 0 0 375 3.8 64 36 0 0 364 3.6 ▲0.11

40 42 50 8 0 334 3.3 45 55 0 0 345 3.5 0.11

41 58 42 0 0 358 3.6 64 36 0 0 364 3.6 0.06

42 75 25 0 0 375 3.8 73 27 0 0 373 3.7 ▲0.02

43 42 58 0 0 342 3.4 55 36 9 0 364 3.6 0.22

44 33 59 8 0 325 3.3 45 55 0 0 345 3.5 0.2

45 58 42 0 0 358 3.6 36 64 0 0 336 3.4 ▲0.22

46 42 58 0 0 342 3.4 18 82 0 0 318 3.2 ▲0.24

47 58 42 0 0 358 3.6 64 36 0 0 364 3.6 0.06

48 67 33 0 0 367 3.7 36 64 0 0 336 3.4 ▲0.31

49 45 55 0 0 345 3.5 45 55 0 0 345 3.5 0

50 ⑭ 67 33 0 0 367 3.7 64 36 0 0 364 3.6 ▲0.03

51 ⑮ 50 50 0 0 350 3.5 64 36 0 0 364 3.6 0.14

そ
の
他

※　保・児の数字は、保護者アンケート、児童アンケートでも行った項目を示す。

安
全
指
導

鈴
木
て

廊下歩行や遊具・教具の適切な使い方、熱中症予
防、不審者対応など生活安全に関する指導を適切
に行っている。

・赤いコーン等に歩くのを促すイラストや文字
をラミネートして、廊下や踊り場に置いてお
き、走らないように啓発していきたいと思う。

避難訓練、防災訓練など防災に関する指導を適切
に行っている。

学
校
保
健
・
健
康
教
育

大
判

「早寝・早起き・朝ご飯」など健康的な生活習
慣・リズムが定着するよう啓発や指導をし身に付
いている。

・31･32の項目ともに一学期よりB評価が増加し
た。感染症が流行する時期であることや、中だ
るみの時期であることを加味し、ほけんだより
や研修を通しての呼びかけが必要であったと考
える。
・3学期には、冬休みの生活を振り返ってもら
えるような配布物や掲示物の作成に努めたい。
・保健指導の中にプライベートゾーンやジェン
ダーについての性教育も取り入れ、心の安全も
確保できるようにしたい。

児童が安全に気を付けて生活できるよう、学校内
外の安全指導を適切に行っている。

体
力
つ
く
り

渡
邊
こ

ITスタジアムやマラソン等、体力つくりに継続し
て取り組もうと努めている。

・ITスタジアムの登録の期日が迫っているた
め、計画的に実施をし、登録を行う。
・なわとび大会に向けての練習やマラソンタイ
ムなどを通じて、体力つくりに励む。中休みや昼休みには、運動場に出て友達と元気に

遊ぶことができている。

情報モラルに関する指導を発達段階に応じて行っ
ている。

・情報モラルに関する指導を含め、児童による
クロームブックの正しい使い方について再度確
認を行う。
・プログラミング教育年間指導計画を再度確認
するとともに、教職員で来年度の指導計画の内
容を更新したい。

プログラミング教育年間指導計画で示された機器
の基本的な操作ができるようになっている。（１
学期：全学年の目標　２学期：該当学年の目標）

タブレット、書画カメラ、大型提示装置などICT
機器の効果的な活用に努めている。
校務支援システム・ミライムを積極的に活用し、
校務の情報化に取り組んでいる。

特
別
活
動

廣
田

学級活動（話合い活動）の充実に努めている。
・特別活動だけではなく、授業や普段の友だち
との会話の中で、思い伝えることの大切さを学
んでいくことが大切だと考える。
・２学期は、朗読集会など他学年との交流を通
して、新たな考えに出会える機会を多く確保す
ることができた。普段の縦割り清掃の時間だけ
ではなく、行事を通して他学年との考えの交流
を大切にしたい。

委員会活動、係活動を通して、児童に自主的・実
践的な態度が育っている。

キャリア教育の視点に立った教育活動を実践して
いる。

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携

大
西

電話や家庭訪問、連絡カード（ノート）など保護
者との連携を密にし、信頼関係づくりに努めてい
る。

・ゲストティーチャーに来ていただく活動を日
常の授業に取り入れたり、地域行事やＰＴＡ活
動に積極的に参加したりして更に連携を深めて
いく。コミュニティ・スクールであることを意識して、

連携が進むように自らが受容的・積極的な対応を
行い、保護者等の人材開発と活用による、地域を
巻き込む教育実践に努めている。

「学校便り」や「学級便り」等を活用し、学校の
方針や活動を保護者や地域の方に理解してもらう
よう努力している。

施
設
・
設
備

教
頭

教科等の指導に必要な設備・備品等の管理・保
管・整理は適切である。

・日直の施錠や個人情報の保管など、危機管理
を持つことが重要である。
・廊下や校舎外の環境整備を、ＳＳＳや校務員
がよくしてくださっている。先生方も教室の整
備をよくしてくださっている。
・保護者から徴収して買う教材は、吟味して必
要最低限なものとするのが望ましい。

校地・建物・施設・設備等の点検整備は適切であ
る。

危機管理マニュアルを活用し、安全対策に努めて
いる。
教育の場にふさわしいように教室等の環境を整え
ている。

個人情報の管理や金銭の管理、施錠等を適切に
行っている。

組
織
・
運
営
・
教
職
員

教
頭

諸行事の計画・実施・運営は適切である。 ・今年度、新しく増えた行事もあるが、負担に
なっていないかどうか話し合う場もあったら良
かったと考える。
・本校は校務分掌にどうしても偏りがあるの
で、助け合いの精神で各々ができることを進ん
でしていきたい。

自分の校務分掌を果たし、教職員組織がよく機能
するよう努めている。
報告、連絡、相談を確実に行い、教育公務員とし
ての適正な服務に努めている。

業務改善を意識し、超過勤務になりすぎないよう
に仕事の効率化を図っている。

情
報
教
育
・
情
報
管
理

髙
橋
つ


